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　 1） 食品添 加 物 に 関す る 法 に 於 て も NaNO2 の 使用 は

認 め られ て い る。従つ て よ く発色剤 として 用い られ る

もの に ハム ，ソ ーセ ージ，タ ラ コ ，イ ク ラ ，マ グ ロ ，漬

物，野 菜等 に 比 較 的多量に 含 まれ て い るの で ， 妊婦が こ

れ らの 添加物を多量 に とる と動物実験 か ら も危険視 され

得る もの と思 う．

　 2）　妊 婦は 非妊婦に 比 して 酸化剤の 感受性が 強 まつ て

い る の で ， 妊娠中の フ ェ ナ セ チ ソ
， サ ル フ

ァ 剤等 の 使用

は 注意を要す る．

　 質 問　　　　　　　　（国立王子病院）橋本　武 次

　 1） 人 工 妊娠中絶時に 正常妊娠度 の 心凝血 を み る こ と

が ある．そ の 例 の Me 虻Hb 値は ど うか ．

　 2）　切迫流産 の 予知に 役立 つ か ．

　応答　　　　　　（日本医大第2 病院）武井　邦彦

　 1）　出血 の 多 い もの は Met 　Hb 上 昇 が ある か ．

　 出血 の 高 い もの ほ ど Met 　Hb 濃度は 上 昇致 します．

　 2） 予知 は で きる か ．

　切迫流産 例 に お い て ，同
一

症例 の 追 究が 少ない の で ，

予 知す る こ とは ， 現在断言で き ませ ん ．

　質問　　　　　　　　 （関東 逓 信 病院）塚 田　一一・一郎

　本 日の 御報告 で は メ ト ヘ モ グ ロ ビ ン の 増加 の 2 次的変

化 と して 還元型 グル タ チ t ン が減少す る とい う表現だ つ

た が ，最 近 製薬会 社 が 演者 らの 成績 を引用 して切迫流産

の 治療 に グ ル タ チ オ ン 製剤が 有効 で あ る とい う宣伝を始

め て い る ．こ の点に つ い て の 御見解を伺 い た い ．

　応 答　　　　　　 （日本医大第 2病院）荒木　　勤

　妊娠経過中は 還元 グル タ チ オ ン （GSH ） の 値 は か な

り低下 して くる．それ と平行 して Me レ Hb も上 昇す る．

した が つ て ，妊娠中の ［血中を 種 々 の 酸化剤か ら防禦す る

た め に も，GSH の使用 は行な うべ きだと思 う．

　110．不妊及 び流 ・早 産 と マ イ コ プラ ズ マ （第 2 報）

　　　　　 （東京女子医大）斉藤　洋子 ， 吉 田　茂子

　　　　　　　　　　　　　岩本　絹子，大内　広子

　
マ イ コ プ ラ ズ マ は 最近各分野に お い て

一
般細菌が 証 明

されな い 疾病 の 原因と して 注目され て来て い る．産婦人

科疾患に お け る原因不 明の 不 妊や流 ・
早産 の 病因を 追求

する 目的 で こ の 研究を 行 な つ た ．

　 （方法）不妊患者 の 子宮頚管粘液 と夫 の 精液，流 。早

産患者 の 子宮頚管粘液と羊水を材料と し，Dipco の 培地

を用 い 分 離培養 した ．対象 と して ，正常妊娠10カ 月妊嬬

の 頚管粘液 と羊水 を 用 い た ．又，走査電子 顕微鏡に よ リ

マ イ コ プ ラ ズ マ を形態学的に 観察追求 した ．

　 （成績）子 宮頚管粘 液 ユ44例 ， 精液22例，羊水 24例 ，

849

合計 190例中76例 （荏0％）に マ イ コ プ
．
ラ ズ マ を 分離し

た ．こ の うち，T一マ イ コ プ ラ ズ マ 分離 は 68例 （89．4％），

M ，homirn’s 分離26例 （34．2％） だつ た ．不 妊 ク1の 分離

率 は 62．0％で あつ た ． こ の うち， 原発不 妊29例 （67．4

％），続発 不 妊20例（55．6％）で ，原発 不 妊例 に や や 高率に

分離 された ．流 ・
早産例で は 流産29％ ， 早産 50％ ， 全体

と して 34，1器で あ り ， 特に 習慣 性 流産，死 産 で 高率 に 分

離 され た ．T一マ イ コ プ ラ ズ マ 陽・「生の 不 妊 夫婦 に マ イ コ プ

ラ ズ マ 治療薬剤 と して の Doxycycline を投与 し，マ イ コ

プ ラ ズ マ の 消長及 び 妊 娠 に つ い て 検討 した 結果，一連の

不 妊検査 で 異常 が 認 め られ なか つ た ．夫婦共 に 陽性の 1

組 が 妊娠した ，又，T一マ イ コ プ ラ ズ マ と正 常精液 の 実験

で は ，精子 に マ イ コ プ ラ ズ マ の 増殖が認 め られ た ．

　　（考察）
一一般 細菌の 証明 され なか つ た流 ・早産例の 羊

水 か ら マ イ コ プ ラ ズ マ が分離され ，
T一マ イ ； プ ラ ズ マ と

正 常精液との 実験 で 精子 に マ イ ： プ ラ ズ マ 増殖像が 見 ら

れ ・ 不 妊例で   マ イ コ プ ラ ズ マ が高率に分雌され た 事

よ りマ イ コ プ ラ ズ マ
、 特 に T 一マ イ コ プ ラ ズ マ が 人 の 生

殖不 全に な ん らか の 原因的役割を 持つ て い る も刀 と考え

られ る．

　 111．妊娠 に 会併 した本態
．
駐血 小 板減 少性 紫斑 病 20例

の 検討

　　　　（名古屠…大）

　　　　　　　真鍋　修身，尾池　純子 ， 今井　信昭

　　　　　　　寺島　寿
・一，硼瀬　澄雄 ， 寺尾　俊彦

　我 々 は 本 態性血 小板減少性紫斑 病 （T・T・P・）を合併す

る 妊娠20症例 （延28妊娠） を ，同一
施設に お い て 経験 し

えた の で ， これ らの 症 例を解析し ， 妊娠継続可否の 問題

点を中心に 検討を加 え た ．

　 （成績） LT ・P ・が 発 症 した 時期 と妊娠 と の 鬨係 に つ

い て 見 る と，妊娠前発症 21例 （非寛解の ま ま妊娠 6例，

寛解中妊娠15例），妊娠中発症 5 例 ，分娩後発症 2例 で あ

っ た ．LT ．P ．が妊娠前発症 1
， 非寛解 の まま妊娠 した

症例 で は ， 6 例中 5 優が 妊娠す る 事に よつ て ，LT ．P．

が更に増悪 した ．こ の 様 な場 合に は ，妊娠前半 期 に 悪化

す る傾向が 大で あ り，妊娠中薬剤投与 を 継続せ ざ るを得

な い ．従つ て ， 妊娠 を しな い 方 が 良く，妊娠 して も 中絶

せ ざるを 得ない 場合 が多い と考え る ．次 に ，妊 娠 前 に

発症 し，1・T ・P・が 寛解 に 入つ て か ら妊娠した 15症例 で

は ， 7 例が妊娠中 も寛解の ま ま再発 せ ず経過 し，分娩後

も再発 して い な い ． こ の 様な症例 は ， LT ．P ．が 初発時

軽症 で あつ た り，
ス テ 卩 イ ドで 容易に寛解し ， 以後再発

を繰 り返 さな い 揚含や ， 脾剔で 寛解が得られて い る場合
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